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● 現在の研究について 

これまで，慢性肝疾患から肝細胞がんを罹患し

た患者を対象にして，研究を進めてきました。肝

疾患の原因は，多くの場合，肝炎ウイルスによる

感染，アルコールの多飲などといわれています。

肝炎ウイルスの罹患やアルコールの多飲が長期

にわたり続くことで，一時的な肝炎から慢性肝炎

へと移行します。その後慢性肝炎は，肝硬変や肝

細胞がんの発症，終末には肝不全となり死に至り

ます。患者は慢性肝疾患から肝硬変，肝細胞がん

に至るまで長い療養生活を送っています。その中

で，患者は何を考えどのように療養行動を送って

いるかに関心を持ち，患者に健康教育を行うため

の研究を行ってきました。 

近年は，慢性肝疾患の中でもアルコールによる

肝障害をきたした患者に焦点をあて，入院中の断

酒行為の意味を明らかにする研究を行ってきま

した。入院中にアルコール性肝障害患者が断酒で

きるのは，飲酒によって自身を見失い醜態をさら

してしまったという体験や，多飲による肝不全に

陥り飲めない体になっている自覚をした体験な

どが要因となっていることが明らかになりまし

た。 

 

● 今後進めていきたい研究について 

アルコール性肝障害患者の対象者を増やし， 

病期や治療，断酒継続群と困難群などに分けて分

析をすることを考えています。断酒が継続できて

いる患者に共通していえることは何か，断酒が困 

 

難な患者にとって，断酒を難しくしている要因は

何かを明らかにしたいと考えています。そして，

断酒の必要性を伝えるだけではなく，患者のおか

れている状況を理解しようと努めながら，「良く

なりたい」と思う患者の気持ちを高め，本来患者

の持っている力を引き出せるような支援をした

いと考えています。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

 アルコールが原因で健康障害をきたしている

患者に日々接する医療者とともに，患者への支援

を考える研究会・研修会の参加や一部運営に携わ

るなどしていきたいと考えています。また，いつ

か，研究ではなく患者さんのためだけに，断酒で

きる方法を一緒に考えることのできる療養支援

の場をつくりたいと思っています。 

 

● これまでの連携実績 

病院に肝疾患患者に対する療養指導の場を作

るために，複数の医師とともに研究を行っていま

す。 

また，病院に勤務する看護師とともに，慢性疾

患を抱える患者さんへのケアについて，共同研究

を行っています。 

 

 


